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下松スポーツ公園体育館

女子2回戦

大阪T&E 69 81 熊本教員ク

警告：合計が違います

10:00大
会
名

第48回男子・第40回女子

全日本教員バスケットボール選手権大会
「おいでませ！山口国体バスケットボール競技リハーサル大会」

10F1

期
日

2010年（平成22年) 8月10日(火)

警告：合計が違います
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●(大阪府)
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場
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大阪T&E 熊本教員ク
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As

4 ＊ 23 1 9 2 4 6 0 4 - - - - - - -

5 ＊ 9 2 1 1 2 4 0 5 ＊ 2 0 1 0 0 2 0

6 (C) 0 0 0 0 1 0 0 6 ＊ (C) 20 4 4 0 4 8 1

37:3139:33 －
OT1 １Ｑ・２Ｑ

－
OT1 OT2

－15:56 18:52 27:58

タイム・アウト（経過時間） タイム・アウト（経過時間）
１Ｑ・２Ｑ

34:55
３Ｑ・４Ｑ

08:32 － 23:48

谷 藤 千 春

足 立 加奈子

OT2３Ｑ・４Ｑ

－ －

丸 山 みゆき

選　手　氏　名 選　手　氏　名

西 村 香 織

岩 下 未 央

天 川 道 代
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6 (C) 0 0 0 0 1 0 0 6 ＊ (C) 20 4 4 0 4 8 1

7 - - - - - - - 7 - - - - - - -

8 0 0 0 0 0 1 0 8 ＊ 28 0 13 2 2 14 1

9 0 0 0 0 0 0 0 10 - - - - - - -

10 ＊ 2 0 0 2 1 6 1 11 0 0 0 0 2 8 1

11 - - - - - - - 12 ＊ 17 3 4 0 4 4 1

12 - - - - - - - 13 - - - - - - -

13 2 0 1 0 0 2 0 14 - - - - - - -

14 0 0 0 0 2 0 0 15 6 1 1 1 3 5 1

中 岡 由香里

後 藤 美 沙

黒 川 裕 子

水 田 窓 子

中 嶋 香 菜

丸 山 みゆき

松 岡 奈 々

廣 瀬 智 絵

川 口 由 美

木 村 真 弓

山 岡 望 美

中 島 千 恵

山 下 礼

土 穴 史

天 川 道 代

池 田 絵 里

土 橋 里 美

久米野 千 晶
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14 0 0 0 0 2 0 0 15 6 1 1 1 3 5 1

15 ＊ 10 0 5 0 2 7 0 18 ＊ 8 1 1 3 3 6 0

16 ＊ 23 1 8 4 2 15 2

17 0 0 0 0 1 1 0

18 - - - - - - -

69 4 24 9 15 42 3 81 9 24 6 18 47 5

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル　Ｒ…リバウンド　As…アシスト

内 田 貴 子

黒 川 裕 子

西 岡 千 恵

妻 鹿 さなえ

市 川 藤 乃

妻 鹿 さなえ

渋 谷 香 澄

コーチ 西 村 香 織

合計 合計

コーチ

中 嶋 香 菜
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戦　　評
両チームハーフコートマンツーマン。熊本はドライブやポストプレイでゴール下を攻めるが堅い守りに得点できな

い。パスを大きく展開し３Ｐや速攻で得点していく。一方の大阪はハイローなどのポストプレイで起点を作り得点を重

ね、両チーム互角の戦いで２０－２２で１Ｑ終了。２Ｑのラスト4分、２９－３２の３点差となった時点で、大阪はメン

バーを交代し、オールコートディフェンスで激しくプレッシャーをかける。ボールを保持するもなかなか点に結びつか

ず点が動かない。３２－３８で２Ｑ終了。３Ｑに入っても一進一退の攻防が続く。熊本は＃６の２本連続の３Ｐで流れ

を掴みかけたが、速攻でのシュートミス等がありなかなか引き離せない。ラスト２分、４７－５６となった時点で大阪

は２Ｑ同様メンバーを交代。オールコートディフェンスで激しくプレッシャーをかけるが点差は縮まらず４９－５９熊
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Copyright(c) 2010 Yuzo Kosaka All Lights Reserved Vol.0063

記載者 三村　由賀 （所属） 山口県バスケットボール協会

両チームハーフコートマンツーマン。熊本はドライブやポストプレイでゴール下を攻めるが堅い守りに得点できな

い。パスを大きく展開し３Ｐや速攻で得点していく。一方の大阪はハイローなどのポストプレイで起点を作り得点を重

ね、両チーム互角の戦いで２０－２２で１Ｑ終了。２Ｑのラスト4分、２９－３２の３点差となった時点で、大阪はメン

バーを交代し、オールコートディフェンスで激しくプレッシャーをかける。ボールを保持するもなかなか点に結びつか

ず点が動かない。３２－３８で２Ｑ終了。３Ｑに入っても一進一退の攻防が続く。熊本は＃６の２本連続の３Ｐで流れ

を掴みかけたが、速攻でのシュートミス等がありなかなか引き離せない。ラスト２分、４７－５６となった時点で大阪

は２Ｑ同様メンバーを交代。オールコートディフェンスで激しくプレッシャーをかけるが点差は縮まらず４９－５９熊

本１０点リードで終了。４Ｑ、大阪はメンバーを戻し両チームハーフコートマンツーマン。なかなか点差が縮まらない

中、大阪はラスト５分、オールコートで守りプレッシャーをかける。大阪はターンオーバー等でなかなか得点できな

い。ようやく＃１６のリバウンドシュートや速攻、＃５の３Ｐが立て続けに決まり７点差になったところで熊本のタイ

ムアウト。タイムアウト後、熊本は落ち着いてゲームをコントロールし結局６９－８１で逃げ切った。
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